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チンパ ンジー と ヒ ト自閉児の ｢粘土
















の児童21名 (男 17,女4)を対象とし,計 14
回, 1回 30分,延人数45名をビデオ録画により
行動観察をおこなった｡
結果と考察*粘土形態の比較 :チンパンジー
もヒト障害児も,粘土造形の基本であるヒモとオ
ダンゴを造成することができ,ヒト健常児の2,
3才に対応することが示された｡また,両者はあ
る形態に関してはヒト健常児の5才に対応した｡
*操作の比較 :チンパンジーおよびヒト障害児の
粘土操作は,ヒト健常児 2,3才にほぼ対応する
が,なかには1.5才以下に対応する行動もみられ
た｡相違点として､チンパンジーは他者とコミェ
ニケ-ションをもっことができるが,ヒト陣智児
は他者と関わりを持ちにくいことがあげられた｡
本実験内では自閉児の ｢クレー ン｣が出現しなか
ったが,今後,自閉児の他の場面,健常児につい
てもみていきたい0
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本年度も資料凝供をしてもらう予定であっ
たが､該当材料がなかったため､検索を行
うことができなかった｡
そこで平行して行っているカニクイザル
の老人斑に関する新しい知見について簡単
に述べたいと思う｡
アルツハイマー病に関わるいくつかの遺
伝的危険因子のうち､最も新しく発見され
たPS-1迫伝子の披能はほとんど明らかにさ
れていない｡PS-1蛋白はそのアミノ酸配列
から7-9回股を耳泣する蛋白であることが
推測され､全長蛋白はC末端とN末端に限
定分解されることが知られている｡我々は
カニクイザルPS-1蛋白の局在をC末端とN
末端とが識別可能な抗体を用いて､免疫組
織化学的に､およびショ糖勾配でいくつか
の細胞内画分を抽出して生化学的に検索し
た｡
免疫組織化学的に､PS-1蛋白C末端とN
末端はともに年齢と関係なく神経細胞の細
胞質内で類粒状の陽性像を認めた｡しかし
高齢動物では神経網におけるC末端の斯粒
状陽性像が増強されており､また老人斑の
艦大神経突起も陽性を示した｡生化学的に
はシナプトソーム画分におけるC末端発現
の加齢に伴う増加が顕著であった｡
すなわちPS-1蛋白全長､C末端およびN
末端の中でも､C末端が加齢性病変の形成
に深く関わっていることが推測された｡
